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青木村義民太鼓保存会こまゆみ会は、令和元年８月１４日(水)から２２日(木)ま

でアイルランド共和国を訪れました。アイルランド文化交流事業として伝統ある音

楽祭や世界遺産である古代遺跡などで６回の演奏をしてきました。その様子をお伝

えします。 

 

 

義民太鼓アイルランドに響く 
 

   青木村義民太鼓保存会 会長 宮入 貞嘉 

日ごろ、義民太鼓保存会の活動に

深いご理解とご協力あわせて温か

いご支援をいただき誠にありがと

うございます。 

今年８月、小学生から高校生が活

動する義民太鼓保存会こまゆみ会

には、大きな出来事がありました。 

思いもよらない、大きな、大きな

プレゼントをいただきました。 

私たちは、ここ数年、埼玉県内の

ショッピングセンターで公演の機会をいただいています。こちらを運営される企業と会社

からヨーロッパ大西洋、イギリスの西隣「アイルランド」への海外公演、文化交流の機会

をいただいたのです。 

ご縁が重なり現地ガイドを上田市ご出身で公認ナショナルツアーガイドの山下直子さん

が務めてくださいました。山下さんには長野県同じ上田地域の先輩として子どもたちも身

近に感じ、憧れをもって接していました。 

 

アイルランドから帰国して３か月。今もあの感動は昨日のことのように思い出されます。

私たち 20 名は、8 月 14 日に青木村を発ち、翌朝、成田からアイルランドに向かいまし

た。途中オランダ・アムステルダム空港を経由しておよそ 12 時間、首都ダブリンに到着

し時差はマイナス８時間。飛行機が初めて、海外が初めての子どもたちは行き交う人々の

姿、見聞きする言葉や建物の装飾に日本とは違う海外の文化を実感していたことでしょう。 



アイルランド滞在の７日間のうち５日間で６回の演奏。世界遺産に認定されている古代

遺跡、伝統的な音楽祭に沸くイベント会場、休日の家族で賑わう公園、神秘的な観光地や

2020年のヨーロッパ文化都市に指定された街角での路上ライブ。歴史と文化、伝統を感

じる魅力的な国。素晴らしい街並みの中で、日本では体験することのできない感動的な演

奏となりました。 

この事業をとおして、子どもたちは自信と誇りをもちました。学校や地域への参加、練

習への取り組み方にも変化が見られます。 

義民太鼓は、村の無形文化財であり、私は、義民太鼓を通じて郷土の歴史を知り、正義

を貫いた先人たちを知ってほしい、誇りに思ってほしいと願っています。メンバーにはス

ポーツの得意な子、勉強が得意な子、音楽が得意な子、優しい子、おとなしい子、ひょう

きんな子がたくさんいます。いろんなことを我慢し犠牲にしたことがあるかもしれません。

それだけに継続すれば、努力すれば、必ず報われる。楽しいことも、感動することもたく

さんあることを教えてあげたかった。アイルランドに響いた義民太鼓。歴史や文化、言葉

は違っても多くの皆さんに感動していただきました。 

こまゆみ会のメンバーとアイルランド文化交流事業をご支援いただいた多くの皆様に感

謝しています。 

 

1951年から続く伝統音楽の祭典フラ

ー・キョール前夜祭。特設ステージで

の演奏。雨に見舞われながらも迫力あ

る演奏に音楽ファンの注目を集めま

した。 

 

 

 

 

 

お子さん連れのご家族に和太鼓を

体験してもらいました。日本人で

現地に在住されている方、ピクニ

ックを楽しんでいる方、前日の評

判を聞き駆けつけた方も多く、自

然と笑顔あふれる交流が図れまし

た。 

 

 

ドロヘダ フラー・キョール音楽祭前夜祭 

ダブリン近郊 ブッシ―パークにて 



紀元前 3200年前の古

代遺跡。 

アイルランド屈指の

パワースポットとし

ても知られる神秘的

な遺跡。この地で演奏

できることに感謝と

願いを込めて演奏さ

せていただきました。

演奏中に雨が上がり、

世界遺産にかかった虹は義民太鼓を歓迎しているようでした。 

 

この地での路上ライブにも、

人々や観光客も立止まり、いつ

の間にか大観衆となりました。

ここでのお昼は和食のお弁当で

ちょっとした遠足気分でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はつらつ先生 IN あおき 

世界遺産ニューグレンジでの演奏 

 

イニシュモア島での演奏 

 

公演先では、たくさんのメッセージが 

寄せられました。 



今回は、青木中学校 国語科担当  牧内 隆則 先生です。 

 

・好きな食べ物…チンジャオロース。ビールも好きですが、今 

はプリン体ゼロを飲んでいます。食生活をコン 

トロールできる人間になりたいです。 

・苦手な食べ物…骨付き鶏肉、鶏皮もダメ、ささみなら大丈夫 

です。他の肉は食べます。 

・趣味…読書。小説よりも哲学書の方が好きで

す。大学時代中国古代哲学を専

攻していました。こども達には

ぜひ「論語」を読んでほしいと思っています。最近読んで面白かった本は

荒谷大輔（哲学者）の『資本主義に出口はあるか』です。他に小林秀雄や 

塩野七生の本も読みます。 

・どんな子どもでしたか？…小学校の時から落ち着きがなく先生や親に 

よく怒られていました。 

・先生にならなかったら？…歴史が好きでスヴェン・ヘディン（地理学者・ 

探検家）の伝記を読んで探検家になりたかったです。 

・好きな有名人は？…青山テルマさんが好きです。木曜日のNHK FMのアフタースク 

ールパラダイスは毎週聴いています。ＤＪピストン西沢さんのラジオも好 

きで聴いています。最近は本田美奈子さんのアメージグ 

グレースのＣＤを買いました。 

・お休みの日は何をしていますか？…最近ノルディックウォーキングを 

始めました。お試しに行ってその日のうちに協会に入 

り、毎週日曜日の午前９時から上田城跡公園で汗を流 

しています。 

 

 

 

 

 

今回の義民太鼓のアイルランド訪問では、沢山の村内外の方々に関わ

っていただきました。この良い関係がいつまでも続いてくれることを願

います。 

「青木村子どもはつらつネットワーク通信」で取り上げて欲しい内容が

ありましたら、事務局までお知らせください。お待ちしています。 


